
原
子
力
委
員
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

三
二
一

◎
原
子
力
委
員
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律� �
（
平
成
二
六
年
六
月
二
七
日
法
律
第
八
七
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
五
月
二
八
日
・
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）

○
山
本
国
務
大
臣　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
原
子
力
委
員
会
設
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内

容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

原
子
力
委
員
会
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
設
立
し
て
以
降
、
時
代
に
応
じ

て
そ
の
役
割
が
見
直
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
等
に
よ
る
原
子
力
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
原
子
力
委
員
会
の
所
掌
事

務
に
つ
い
て
、
原
子
力
の
平
和
利
用
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
、
処
分
等
、

原
子
力
利
用
に
関
す
る
政
策
の
重
要
事
項
に
重
点
化
す
る
こ
と
と
し
、
形

骸
化
し
て
い
る
事
務
を
廃
止
、
縮
小
す
る
等
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
原
子
力
委
員
会
の
所
掌
事
務
か
ら
、
関
係
行
政
機
関
の
原
子

力
利
用
に
関
す
る
経
費
の
見
積
も
り
及
び
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
、
核

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
事
務
、
原
子
力
利
用
に

関
す
る
試
験
及
び
研
究
の
助
成
に
関
す
る
事
務
、
原
子
力
利
用
に
関
す
る

研
究
者
及
び
技
術
者
の
養
成
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
務
、
原
子
力
利
用
に

関
す
る
統
計
の
作
成
に
関
す
る
事
務
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
委

員
会
の
所
掌
事
務
と
し
て
、
法
律
に
基
づ
き
原
子
力
委
員
会
に
属
さ
せ
ら

れ
た
事
務
を
追
加
い
た
し
ま
す
。

第
二
に
、
原
子
力
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
二
人
を
も
っ
て
組
織

す
る
と
と
も
に
、
委
員
の
う
ち
一
人
は
、
非
常
勤
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。

第
三
に
、
原
子
力
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
一
人
以
上
の
委
員
の

出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

す
る
と
と
も
に
、
委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
長
及
び
委
員
の
う

ち
、
二
人
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
こ
れ
を
決
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
原
子
力
委
員
会
の

委
員
長
及
び
委
員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、
原
子
力
委
員
会
設
置
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
も
の
と
し
て
お
り

ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。



原
子
力
委
員
会
設
置
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の
一
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を
改
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す
る
法
律

三
二
二

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
三
日
）

○
柴
山
昌
彦
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
原
子
力
委
員
会
設
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審

査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、東
日
本
大
震
災
後
の
原
子
力
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、

原
子
力
委
員
会
の
所
掌
事
務
を
見
直
す
ほ
か
、
原
子
力
委
員
会
の
委
員
の

定
数
の
削
減
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
五
月
二
十
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
八
日

山
本
国
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。次
い
で
、

同
月
三
十
日
に
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
局
後
、
討
論
を
行
い
、
採
決
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の

運
用
等
に
つ
い
て
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
収
束
に
向
け
て
、
放
射

性
物
質
に
よ
る
影
響
の
軽
減
・
解
消
を
図
る
た
め
の
取
組
や
廃
炉
に
向

け
た
研
究
開
発
等
を
強
化
す
る
こ
と
。

二　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日　

閣
議
決

定
）を
踏
ま
え
、
原
子
力
委
員
会
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直

し
や
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
含
む
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
の
在
り
方
な
ど
、
原
子
力
政
策
全
体
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す

る
こ
と
。

三　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
等
に
よ
り
原
子
力
行
政
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
民
の
信
頼
醸
成
に
向
け
て
、
公
正
な
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
設
計
等

に
努
め
る
こ
と
。ま
た
、原
子
力
委
員
会
及
び
事
務
局
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
利
害
関
係
者
と
の
関
与
に
つ
い
て
国
民
の
疑
念
を
招
か
な
い
措

置
を
講
ず
る
な
ど
、
透
明
性
の
確
保
に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

四　

原
子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
互
い
の
動
向
や
問
題

意
識
を
理
解
す
る
た
め
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

五　

原
子
力
委
員
会
は
、
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）を
始
め
諸
外
国

の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
世
界
の
原
子
力
平
和
利
用
と
核

不
拡
散
へ
の
貢
献
に
努
め
る
こ
と
。
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三
二
三

三
、
参
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
）

○
水
岡
俊
一
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
原
子
力
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、
原
子
力
委
員

会
の
所
掌
事
務
の
見
直
し
、
原
子
力
委
員
会
の
委
員
の
定
数
の
削
減
等
の

措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
原
子
力
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
の
選
定

に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
の
担
保
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
収
束
に
向
け
た
研
究
者
及
び
技
術
者
の
育
成
、
原
子
力
発
電
の

経
済
的
合
理
性
及
び
供
給
の
安
定
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の
山
下

理
事
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
一
九
日
）

本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ

き
で
あ
る
。

一　

原
子
力
委
員
会
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏

ま
え
、
再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、

原
子
力
委
員
会
設
置
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
。

二　

原
子
力
委
員
会
は
、
委
員
会
及
び
事
務
局
の
運
営
の
公
正
性
・
透
明

性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

三　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
収
束
に
向
け
、
放
射
性

物
質
に
よ
る
影
響
の
軽
減
・
解
消
及
び
廃
炉
措
置
が
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
等
に
関

し
、
研
究
者
及
び
技
術
者
の
育
成
並
び
に
研
究
開
発
支
援
の
強
化
を
行

う
こ
と
。

四　

本
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

政
府
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し
や
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
を
含
む
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
な
ど
、
原
子
力

政
策
全
体
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
の
上
、適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五　

政
府
は
、
我
が
国
の
原
子
力
政
策
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
等
に
よ
り
国
民
か
ら
の
信
頼
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
に
至
っ

た
現
状
を
十
分
認
識
し
、
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
公
正
な
政

策
決
定
過
程
の
設
計
等
に
努
め
る
こ
と
。

六　

原
子
力
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
政
府



原
子
力
委
員
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

三
二
四

は
、
利
害
関
係
者
の
関
与
等
に
つ
い
て
国
民
の
疑
念
を
招
か
な
い
措
置

を
講
ず
る
な
ど
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

七　

原
子
力
委
員
会
と
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
連
携
を
強
化
し
、
互
い

の
動
向
や
問
題
意
識
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

八　

政
府
は
、
国
際
原
子
力
機
関
及
び
諸
外
国
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
世
界
の
原
子
力
平
和
利
用
と
核
不
拡
散
へ
の

貢
献
を
通
じ
た
国
際
協
力
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


